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受
け
入
れ
た
学
童
疎
開
の
あ
ら
ま
し 

父
母
や
兄
弟
と
別
れ
た
集
団
生
活
。
何
も
か
も 

今
ま
で
の
環
境
と
異
な
っ
た
学
童
疎
開
の
生
活
… 

●
学
童
疎
開
の
受
入
れ 

 
 

時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
学
童
集
団
疎
開
は

半
世
紀
以
上
も
前
の
出
来
事
と
な
っ
た
。 

 

太
平
洋
戦
争
の
敗
色
濃
く
な
っ
た
昭
和
１８
年
、

政
府
は
閣
議
で
「
都
市
疎
開
実
施
要
綱
」
を
発
表
。 

 
 

そ
の
後
、
昭
和
１９
年
６
月
３０
日
に
は
、
都
会
で

学
ぶ
児
童
の
安
全
を
考
え
「
学
童
疎
開
促
進
要
綱
」

を
決
定
し
、
強
力
に
促
進
す
る
こ
と
と
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、 

① 

縁
故
疎
開
を
原
則
と
す
る
。 

② 

縁
故
疎
開
に
よ
り
難
い
帝
都
学
童
に
つ
い

て
は
、
帝
都
学
童
集
団
疎
開
実
施
要
領
に
よ

り
勧
奨
に
よ
る
集
団
疎
開
を
実
施
す
る
。 

③ 

実
施
に
当
り
疎
開
受
入
れ
両
者
間
は
、
有
機

一
体
的
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

④ 

地
方
庁
は
、
疎
開
者
数
と
疎
開
先
を
農
商
省

に
通
知
す
る
。 

の
４
項
目
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
を
受
け
て
神
奈
川
県
は
「
学
童
疎
開
促
進

要
綱
」
を
定
め
、
縁
故
疎
開
を
原
則
に
し
つ
つ
も

そ
れ
が
困
難
な
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
の
３
市
に

つ
い
て
は
縁
故
疎
開
の
ほ
か
、
学
校
ご
と
に
ま
と

ま
っ
て
行
く
集
団
疎
開
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。 

疎
開
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ら
３
市
の

国
民
学
校
の
３
年
生
以
上
６
年
生
ま
で
の
約
１０

万
人
で
、
県
内
疎
開
を
原
則
と
し
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
学
童
疎
開
の
実
施
決
定
か
ら

僅
か
１
カ
月
の
間
に
３
市
で
は
班
別
編
成
や
疎
開

地
の
実
施
踏
査
、
荷
物
の
運
搬
な
ど
の
集
団
疎
開 

準
備
が
進
め
ら
れ
た

 
 
 
 
 
 
 
 

。 

綾
瀬
は
横
須
賀
市
の
諏
訪
国
民
学
校
の
学
童
疎

開
児
童
を
８
月
１３
日
に
受
入
れ
た
。 

そ
の
受
入
れ
地
域
は
、
早
川
、
吉
岡
、
上
土
棚

で
、
５
寺
院
（
長
泉
寺
、
龍
洞
院
、
済
運
寺
、
正

福
寺
、
蓮
光
寺
）
と
２
青
年
倶
楽
部
（
早
川
、
吉

岡
）
の
７
カ
所
を
寄
宿
先
と
し
、
総
人
数
２
１
７

名(

表
１)

で
疎
開
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

寄
宿
先
で
は
、
何
よ
り
便
所
の
用
意
が
大
変
で
、

地
元
の
有
志
が
樽
や
甕(

か
め)

を
寄
付
、
そ
れ
を

ム
シ
ロ
で
囲
う
な
ど
し
て
便
所
を
作
っ
た
と
い
う

物
資
不
足
で
の
苦
労
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
寄
宿
舎

の
整
備
に
は
、
地
域
の
方
が
井
戸
掘
り
や
風
呂
場
、

食
堂
造
り
な
ど
に
も
力
を
注
い
だ
。 

そ
こ
で
児
童
達
は
寄
宿
生
活
を
し
な
が
ら
地
元

の
国
民
学
校
に
通
っ
た
り
、
そ
の
寄
宿
先
を
教
室

に
し
て
勉
強
や
農
作
業
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 ●
疎
開
生
活 

そ
う
し
た
学
童
疎
開
児
童
の
生
活
状
況
は
、
学

童
疎
開
が
物
資
不
足
、
食
糧
難
の
中
で
行
わ
れ
た

こ
と
と
併
せ
、
準
備
も
十
分
で
な
く
進
め
ら
れ
た

た
め
、
苦
し
く
、
つ
ら
い
体
験
で
あ
っ
た
。 
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綾瀬国民学校の体錬会(運動会) 

疎
開
と
い
う
集
団
生
活
に
入
っ
た
子
ど
も
達
は

急
激
に
環
境
も
変
わ
り
、
寂
し
さ
や
望
郷
の
念
か

ら
涙
を
流
す
子
ど
も
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
も
時
間
と
と
も
に
解
消
し
、
野
原
や
森
、
川

な
ど
で
活
発
に
動
き
回
っ
た
り
、
村
の
大
人
や
子

ど
も
達
と
祭
礼
や
秋
の
体
錬
会(

現
在
の
運
動
会)

な
ど
を
通
し
て
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
す
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。 

 
 

当
時
の
服
装
と
し
て
は
、
綾
瀬
は
み
な
着
物
姿

で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
横
須
賀
の
子
ど
も
は
洋
服

で
、
そ
こ
に
都
会
の
子
と
い
う
印
象
を
与
え
た
。 

 
 

当
時
の
疎
開
児
童
の
生
活
状
況
の
一
端
を
う
か

が
う
と
、
ま
ず
日
課
と
し
て
は
、
朝
５
時
に
起
床

し
、
班
別
に
健
康
調
査
等
を
行
っ
た
の
ち
、
午
前

６
時
に
洗
面
、
清
掃
、
食
事
準
備
、
水
汲
み
、
体

操
、
朝
食
と
続
き
、
７
時
以
降
は
食
器
洗
い
、
整

理
整
頓
。
９
時
か
ら
正
午
ま
で
を
作
業
ま
た
は
勉

強
、
運
動
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
間
帯
で
畑
作

り
、
工
作
、
自
習
、
蝿
取
競
走
、
行
軍
、
洗
濯
、

お
話
会
、
通
信
、
自
由
遊
び
、
水
泳
が
行
わ
れ
て

い
る
。 

さ
ら
に
午
後
は
、
正
午
か
ら
昼
食
の
後
、
食
器

洗
い
。
午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で
が
休
憩
。
２
時

か
ら
は
作
業
又
は
勉
強
、
運
動
。
４
時
に
は
交
互

に
入
浴
と
運
動
。
５
時
か
ら
が
夕
食
、
入
浴
、
食

器
洗
い
。
６
時
か
ら
７
時
ま
で
が
自
由
時
間
で
、

自
習
、
通
信
、
お
話
会
、
治
療
等
が
行
わ
れ
、
７

時
か
ら
点
呼
、
健
康
調
査
。
８
時
に
消
灯
・
就
寝

で
一
日
の
生
活
を
終
え
て
い
る
。 

 

 
 

ま
た
、
衛
生
面
で
は
、
頭
痛
や
腹
痛
、
歯
痛
、

扁
桃
炎
に
よ
る
発
熱
、
結
膜
炎
、
切
り
傷
な
ど
が

発
生
。
そ
の
ほ
か
医
療
設
備
の
一
層
の
充
実
と
し

て
、
薬
品
の
数
と
量
、
注
射
器
の
用
意
を
望
ん
で

い
た
と
同
時
に
、
他
に
油
と
乾
小
魚(

ダ
シ
粉)

、

病
人
用
白
米
の
特
配
な
ど
の
希
望
も
出
さ
れ
て
い

て
、
戦
時
下
の
物
資
不
足
に
苦
労
し
て
い
た
様
子

が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

●
疎
開
時
の
授
業
等 

学
校
の
授
業
は
、
疎
開
児
童
を
受
け
入
れ
る
だ

け
の
教
室
は
な
く
、
午
前
と
午
後
に
分
け
た
二
部

授
業
を
実
施
し
、
週
２
〜
３
回
は
綾
瀬
村
国
民
学

校
に
登
校
し
た
。
し
か
し
宿
舎
か
ら
学
校
ま
で
の

道
の
り
は
遠
く
、
雨
具
も
配
給
品
で
あ
っ
た
の
で

雨
の
日
に
は
子
ど
も
は
登
校
し
な
か
っ
た
り
し
た
。 

米俵を牛車で運ぶ学童 
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そ
の
後
、
次
第
に
授
業
時
間
や
勉
強
内
容
も
少

な
く
な
っ
て
い
き
、
空
襲
が
激
し
く
な
る
と
登
校

も
中
止
さ
れ
て
い
く
が
、
学
習
は
宿
舎
内
等
で
休

み
な
く
続
け
ら
れ
た
。 

疎
開
校
の
先
生
も
又
、
授
業
は
勿
論
の
こ
と
、

食
事
、
清
掃
、
洗
濯
、
勤
労
作
業
な
ど
多
く
の
仕

事
に
携
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
中
で
も
食

事
は
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
達
だ
け
に
毎
日
が
大
変

な
苦
労
で
、
中
に
は
農
家
を
回
っ
て
小
麦
な
ど
を

分
け
て
頂
く
よ
う
な
先
生
も
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 
 

そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
て
い
た
実
習
に
は
、
高
等

科
の
生
徒
に
よ
る
航
空
隊
の
中
の
水
田
耕
作
が
あ

っ
て
、
稲
刈
り
や
掛
け
干
し
作
業
ま
で
経
て
収
穫

し
食
糧
難
の
時
代
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
繊
維
不

足
を
補
う
た
め
農
家
で
育
て
た
ラ
ミ
ー
の
刈
り
取

り
を
し
た
り
、
桑
の
皮
を
剥
い
で
繊
維
を
取
っ
て

納
め
た
り
し
た
。
さ
ら
に
食
糧
難
に
僅
か
で
も
役

立
て
よ
う
と
蒔
い
た
蕎
麦
は
校
庭
に
見
事
な
花
を 

咲
か
せ
、
初
め
て
見
る
子
ど
も
達
に
喜
び
を
も
た

ら
し
た
。
綾
瀬
小
前
の
実
習
地
で
は
疎
開
学
童
も

加
わ
っ
て
栽
培
し
た
豆
の
取
り
入
れ
も
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
秋
の
農
繁
期
に
は
疎
開
学
童 

             

の
勤
労
動
員(

表
２)

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
適
時
、

適
所
で
教
科
と
生
活
と
を
一
体
し
た
教
育
手
法
が

と
ら
れ
た
。
勤
労
動
員
の
内
容
と
し
て
は
、
蝗(

い

な
ご)

採
集
を
始
め
、
栗
拾
い
や
稲
刈
り
、
芋
掘
り
、

甘
藷(

さ
つ
ま
い
も)

俵
づ
め
、
草
む
し
り
、
地
な

ら
し
等
が
あ
り
、
食
料
が
極
度
に
不
足
し
た
当
時

の
事
情
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
後
、
空
襲
が
一
段
と
激
し
く
な
る
と
、
昭 

和
２０
年
４
月
の
新
学
期
か
ら
初
等
科
の
授
業
が 

庭先にムシロを敷いて食事 


